
郷
土
の
宝
、村
上
大
祭
を

児
童
の
手
で
再
現
す
る

ミ
ニ
村
上
大
祭

新
潟
県
の
最
北
に
位
置
し
、
か

つ
て
村
上
藩
５
万
石
の
城
下
町
と

し
て
栄
え
た
村
上
市
。
12
月
初
旬
、

そ
の
村
上
市
の
伝
統
校
の
一
つ
で

あ
る
村
上
市
立
村
上
小
学
校
の
体

育
館
に
は
、
独
特
の
節
回
し
で
歌

う
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
い
て
い

た
。

「
〽
三
面
川　

毎
年
秋
に
な
る
と　

鮭
が
海
か
ら　

上
っ
て
く
る
」

毎
年
７
月
７
日
に
開
催
さ
れ
て

い
る
村
上
大
祭
で
歌
わ
れ
る
村
上

甚
句
に
倣
い
、
３
年
生
が
作
っ
た

「
村
小
３
年
生
じ
ん
く
」
の
一
節

だ
。
訪
れ
た
こ
の
日
は
、
村
上
大

祭
の
歴
史
や
伝
統
を
学
ん
だ
３
年

生
が
そ
の
成
果
を
披
露
す
る
「
ミ

ニ
村
上
大
祭
」
の
本
番
だ
っ
た
。

１
年
生
、
２
年
生
、
村
上
大
祭
保

存
会
の
方
や
保
護
者
ら
招
待
客
の

前
で
、
堂
々
と
発
表
す
る
３
年
生

は
、
皆
、
自
信
に
あ
ふ
れ
た
表
情

を
浮
か
べ
て
い
る
。

村
上
大
祭
は
江
戸
時
代
初
期
の

１
６
３
３（
寛
永
10
）年
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
歴
史
あ
る
祭
り
。
村
上

伝
統
の
漆
塗
り
と
彫
刻
で
飾
ら
れ

た「
お
し
ゃ
ぎ
り
」と
呼
ば
れ
る
19

台
の
屋
台
山
車
が
町
内
を
練
り
歩

く
様
は
圧
巻
だ
。
２
０
１
８
年
に

は
、「
村
上
祭
の
屋
台
行
事
」
と
し

て
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
。

「
以
前
、
１
、２
年
生
の
生
活
科

の
授
業
の
中
で
、
お
神
輿
を
担
い

で
楽
し
む
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

通
常
は
お
神
輿
な
の
で
す
が
、
村

上
の
子
ど
も
が
楽
し
む
の
で
あ
れ

ば
、
郷
土
が
誇
る
『
お
し
ゃ
ぎ
り
』

を
曳
く
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え

た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
３
年
生

か
ら
始
ま
る
村
上
の
歴
史
と
文
化

を
取
り
入
れ
た
総
合
的
な
学
習
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア

も
取
り
入
れ
、
２
０
０
５
年
か
ら

毎
年
『
ミ
ニ
村
上
大
祭
』
を
開
催

し
て
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」

こ
う
語
る
の
は
、
自
身
も
村
上

小
学
校
出
身
で
、
村
上
大
祭
に
は

毎
年
住
民
と
し
て
参
加
し
て
い
る

と
い
う
鈴
木
正
美
校
長
だ
。
昔
は

屋
台
と
縁
の
あ
る
町
内
の
男
子
だ

け
が
参
加
し
て
い
た
が
、
近
年
は

女
子
や
屋
台
を
持
た
な
い
町
内
か

ら
の
参
加
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
保
存
会
の
方
を
外

部
講
師
と
し
て
招
き
、
子
ど
も
た

ち
に
祭
り
の
歴
史
や
お
囃
子
、
甚

句
、
獅
子
舞
な
ど
の
指
導
を
し
て

も
ら
い
、
さ
ら
に
多
く
の
人
々
に

関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
き
た
。
こ
う

し
た
継
続
的
な
学
習
が
、
結
果
的

に
次
世
代
の
担
い
手
を
育
て
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

発
表
後
の
子
ど
も
た
ち
は
、「
大

き
な
声
で
甚
句
を
歌
う
の
は
、
最

初
は
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

ど
ん
ど
ん
リ
ズ
ム
が
体
に
し
み
込

ん
で
き
た
」
、「
お
父
さ
ん
が
獅
子

舞
を
や
っ
て
い
る
か
ら
、
僕
も
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
、
高

揚
し
た
表
情
で
感
想
を
口
に
す

る
。

「
祭
り
は
楽
し
い
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
準
備
に
膨
大
な
時
間
と

労
力
を
要
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

人
々
の
つ
な
が
り
も
深
ま
る
の
で

す
。『
ミ
ニ
村
上
大
祭
』
で
も
、
面

倒
に
も
思
え
る
準
備
を
通
し
て
、

み
ん
な
で
創
り
上
げ
る
経
験
を
し

新
潟
県 
◉ 
村
上
市
立
村
上
小
学
校

日
本
文
化
理
解

教
育
部
門

新
潟
県
教
育
委
員
会
　
池
田 

幸
博 

教
育
長

て
も
ら
い
た
い
。
そ
う
し
た
体
験

を
経
る
と
、
本
物
の
大
祭
を
見
る

目
が
格
段
に
変
わ
り
ま
す
。
祭
り

を
通
し
て
人
々
と
つ
な
が
り
、
地

域
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持

ち
も
高
ま
り
ま
す
ね
」（
鈴
木
校

長
）

地
域
の
伝
統
を
学
ん
だ

子
ど
も
た
ち
が

も
た
ら
す
郷
土
の
未
来

さ
ら
に
村
上
小
学
校
で
は
、
４

年
生
に
な
る
と
、
鮭
の
回
帰
性
に

気
づ
き
世
界
で
初
め
て
鮭
の
増
殖

に
成
功
し
た
、
村
上
出
身
の
青
砥

武
平
治
の
知
恵
に
学
び
、
地
域
の

方
の
指
導
で
名
物
の
塩
引
き
鮭
作

り
を
体
験
。
５
年
生
に
な
っ
た
春

に
は
、
孵
化
を
見
守
っ
た
鮭
の
稚

魚
を
放
流
す
る
。

こ
う
し
た
学
習
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
は
自
然
と
の
共
生
や
伝

統
文
化
を
継
承
し
て
い
る
人
々
の

想
い
に
触
れ
る
。

ま
た
、
５
年
生
は
、
村
上
の
よ

さ
を
記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制

作
し
、
３
月
に
開
催
さ
れ
る
「
町

屋
の
人
形
さ
ま
巡
り
」の
イ
ベ
ン
ト

の
際
に
配
布
。
子
ど
も
た
ち
自
ら

が
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
務
め
る
。

そ
し
て
６
年
生
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
３
年
間
で
深
め
て
き
た
郷
土
の

知
識
を
生
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
や
市
観
光
協
会
な
ど
行
政
と

連
携
し
て
村
上
の
未
来
に
つ
い
て

考
え
る
。

「
２
年
前
、
村
上
の
人
々
に
お
城

山
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
、
城

跡
の
あ
る
臥
牛
山
を
観
光
資
源
と

し
て
活
用
し
た
い

と
い
う
ア
イ
デ
ア

が
当
時
の
６
年
生

か
ら
出
さ
れ
、
市

に
提
案
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
郷
土
の
宝
の

一
つ
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
光

が
当
て
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
の
で

す
。
実
は
こ
の
と

き
の
子
ど
も
た
ち

の
提
案
が
、
２
年

の
歳
月
を
経
て
、

今
年
、
実
現
す
る

予
定
で
す
」（
鈴
木
校
長
）

段
階
を
経
て
長
期
的
に
進
め
ら

れ
る
村
上
小
学
校
の
総
合
的
な
学

習
は
、
地
域
の
人
々
や
行
政
と
連

携
、協
働
し
な
が
ら
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
発
展
し
て
い
る
。「
村
上
小

は
、
地
域
の
学
校
で
あ
る
と
同
時

に
、
地
域
も
子
ど
も
た
ち
の
学
校

な
の
で
す
」
と
い
う
鈴
木
校
長
の

言
葉
は
、
手
作
り
屋
台
を
曳
く
子

ど
も
た
ち
の
輝
く
笑
顔
が
証
明
し

て
い
た
。

発表グループ、甚句グループ、獅子舞グループ、お囃子グループ、屋台グループに分かれて発表するミニ村
上大祭。クライマックスは、児童手作りの「おしゃぎり」で体育館を練り歩く。

第 49 回博報賞日本文化
理解教育部門並びに文部
科学大臣賞の受賞、心よ
りお祝い申し上げます。
地域の方々や保護者の御
支援のもと、村上大祭や
塩引き鮭等、地域の伝統
や特産物に直接触れなが
ら、体験活動に取り組ん
だ実績が高く評価された
ことを大変嬉しく思いま
す。子どもたちは、体験
を通して地域の人々の伝
統文化に対する熱い思い
を感じながら、地域への
理解を深め、ふるさと村
上への愛着や誇りとふる
さとへの貢献意欲が高
まったことでしょう。こ
れからも、子どもたちが
目を輝かせながら、生き
生きと地域に学ぶ村上小
学校の取り組みを楽しみ
にしています。

あ
わ
せ
て
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

文
部
科
学
大
臣
賞
は
、「
博
報
賞
」
受
賞
者
の
中
か
ら 

各
部
門
１
件
ま
で
、
特
に
奨
励
に
値
す
る
実
践
に
贈
ら
れ
ま
す
。

町内の法被を着て、甚句を歌う子どもたち。

ミニ村上大祭では、村上大祭保存会の堀田治之さん、
渡邉明さん、おやじの会の藤田亮さんらが中心となり、
子どもたちの学習を支える。

４年生が手作りした塩引
き鮭。添加物は一切使わ
ず、伝統の製法を継承。

「村上大祭は郷土の宝の
一つです」と嬉しそうに
語る鈴木正美校長。

学校が地域と連携、協働し、
地域の文化を継承する
担い手としての意識を育てる
継続的な教育活動の推進
伝統ある村上大祭や鮭漁など、村上市の伝統文化を教科横断的に学びながら、郷土への愛着を育み、
地域社会の次の担い手を育てる15年以上続く取り組みに、博報賞が贈られた。


